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前年度対比
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前年度対比

5億6304万円増
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前年度対比

4億7637万円減

前年度対比

 596万円減
前年度対比

 596万円減

前年度対比

1億2838万円増

前年度対比

19億3855万円増

前年度対比

2億900万円増

前年度対比

6980万円減

前年度対比

1億2839万円増

前年度対比

19億3855万円増

前年度対比

2億901万円増

前年度対比

6980万円減

歳入…増減した主なもの

平成 26 年度
一 般 会 計 決算の特徴

市民税　
26年度　73億4028万円
25年度　71億3127万円

固定資産税　
26年度　64億7558万円
25年度　63億4719万円

地方交付税　
26年度　36億2414万円
25年度　36億9394万円

市債　
26年度　61億9926万円
25年度　42億6071万円

※万円未満四捨五入

人件費　
26年度　54億　164万円
25年度　54億　760万円

扶助費　
26年度　84億2079万円
25年度　78億5775万円

公債費　
26年度　26億9577万円
25年度　31億7214万円

普通建設事業費　
26年度　80億8034万円
25年度　44億4800万円

翌年度へ繰り越すべき財源　11億5371万円

決算総額　407 億6638 万円
　　　　前年度対比 14.4％増　（51億3436 万円）

歳 入

決算総額　383 億8534 万円
前年度対比 12.4％増　（42億4124 万円）

歳 出

歳出…増減した主なもの歳出…増減した主なもの

実質収支額
12億2733 万円

　↓

歳入…増減した主なもの

歳入歳出差引額
16億9408万円
歳入歳出差引額
23億8104万円

　平
成
27
年
第
３
回
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
を
は

じ
め
と
す
る
各
会
計
の
決
算
が
す
べ
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　ま
た
、
一
般
会
計
補
正
予
算
の
ほ
か
、
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
条
例
や
市
立
保
育
所
の
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
改
正
、
下
水
道
条
例
等
の
一
部
改
正
な
ど
、
市
長

提
出
議
案
す
べ
て
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　な
お
、
議
員
提
出
議
案
４
件
は
、
う
ち
１
件
が
可
決

さ
れ
、
請
願
1
件
は
不
採
択
と
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
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３
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●
主
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質
疑

各
指
標
は

良
好
な
状
況

平
成
26
年
度
決
算
の
財

政
指
標
は
。

財
政
の
弾
力
性
を
示
す

指
標
で
あ
る
経
常
収
支
比
率

は
89
・
０
％
と
、
前
年
度
に

比
べ
１
・
８
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
た
。
し
か
し
、
前
年
度
は

消
防
組
合
所
有
地
の
売
却
な

ど
の
特
殊
事
情
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
前
年
度
を
除
け
ば

合
併
以
降
も
っ
と
も
良
好
な

数
値
と
な
っ
た
。

　

収
入
に
対
す
る
借
入
返
済

の
割
合
を
表
す
実
質
公
債
費

比
率
な
ど
、
他
の
財
政
指
標

は
、
い
ず
れ
も
良
好
な
状
況

で
あ
る
。

安
定
的
な

財
政
運
営
を

今
後
の
見
通
し
は
。

広
域
ご
み
処
理
施
設
な

ど
大
型
事
業
に
関
す
る
借
り

入
れ
の
返
済
ピ
ー
ク
が
目
前

に
迫
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
基
金
残
高
も
減
少

し
て
い
く
な
ど
、
今
後
は
か

な
り
厳
し
い
財
政
運
営
が
予

測
さ
れ
る
。

　

特
に
、
普
通
交
付
税
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
段
階
的
に

縮
小
し
、
平
成
33
年
度
に
は

７
億
円
程
度
減
少
す
る
見
込

み
。
少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
が
進
む
こ
と
に
よ
る
市
税

な
ど
の
収
入
減
や
、
社
会
保

障
に
要
す
る
経
費
の
増
、
公

共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
に
対

応
す
る
た
め
、
継
続
し
た
財

政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組

み
が
必
要
と
考
え
る
。

収
入
確
保
の

強
化
を

財
政
健
全
化
の
対
策

は
。

市
税
を
は
じ
め
と
し
た

債
権
確
保
に
努
め
る
ほ
か
、

受
益
者
負
担
の
適
正
化
、
企

業
誘
致
の
早
期
実
現
、
有
料

広
告
収
入
の
拡
大
な
ど
、
収

入
確
保
の
強
化
に
力
を
注
い

で
い
き
た
い
。
取
り
組
み
の

平
成
26
年
度

　一
般
会
計
決
算
認
定

収
入
を
増
や
し
て
豊
か
な
ま
ち
へ

一
つ
と
し
て
、
自
動
電
話
催

告
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
未
利

用
地
の
売
却
な
ど
が
あ
る
。

　

ま
た
、
歳
出
で
は
、
引
き

続
き
事
務
事
業
の
見
直
し
や

一
層
の
行
財
政
改
革
を
進
め

る
と
と
も
に
、
計
画
的
な
基

金
へ
の
積
み
立
て
が
必
要
と

考
え
る
。

多
様
な
取
り
組

み
を
模
索

効
果
的
な
自
主
財
源
確

保
の
取
り
組
み
は
。

企
業
を
市
内
に
誘
致
す

る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
需
要

の
増
加
や
経
済
効
果
が
見
込

ま
れ
る
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
代
を
応

援
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
結

果
、
若
い
子
育
て
世
代
が
流

入
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り

税
収
増
な
ど
自
主
財
源
の
確

保
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
ふ
る
さ
と
納
税

や
各
種
特
定
目
的
基
金
へ
の

寄
附
の
拡
大
、
有
料
広
告
収

入
の
拡
大
な
ど
多
様
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

総 括 質 疑生まれ変わった教室で集中！ 集中！

（小中学校大規模改造、エアコン設置）

◆
議
案
に
対
す
る
総
括
質
疑

青

藍

会
島
田

　典
朗
　議
員

日
本
共
産
党
伊
藤

　初
美
　議
員

足
立
志
津
子

　議
員

公

明

党
島
田

　和
泉

　議
員

堀
口

　修
一
　議
員

受
益
と
負
担
の

公
平
化
へ

受
益
者
負
担
の
方
針

は
。

平
成
19
年
３
月
に
策
定

し
た
「
行
財
政
改
革
大
綱
」

や
「
ふ
じ
み
野
市
行
財
政
改

革
推
進
５
か
年
計
画
」
の
改

革
項
目
の
一
つ
と
し
て
、
受

益
者
負
担
の
適
正
化
を
位
置

づ
け
た
。

　

そ
の
考
え
方
は
、
利
用
す

る
人
と
利
用
し
な
い
人
の
不

公
平
を
な
く
す
こ
と
や
、
施

設
の
維
持
管
理
運
営
経
費
に

使
用
料
や
手
数
料
を
充
当

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
目
指
す
と
い
っ
た
点
を
基

本
と
し
て
い
る
。




